
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力した音響信号のフレーム毎のスペクトル包絡情報を、フレーム内もしくはその前後を
含めた音響信号もしくは過去の合成信号を線形予測分析して線形予測係数を求め、求めら
れた線形予測係数に基づき構成された合成フィルタに駆動励振信号を入力して合成された
合成信号と、前記入力した音響信号との聴覚重み付け誤差を最小化するように、前記合成
フィルタと駆動励振信号を構成するための符号化符号を決定する音響信号符号化方法にお
いて、
符号化すべき対象である現在のフレームの符号化符号を決定した後、
次フレーム以降の符号化対象となるべき音響信号をバッファに格納し、このバッファに格
納されている信号系列を分析してピッチ周期情報を含む周期性情報を生成し、
現在のフレームで決定された符号化符号と次フレームのピッチ周期情報を含む周期性情報
を併せて送信することを特徴とする音響信号符号化方法。
【請求項２】
フレーム毎に音響信号を符号化して生成された直前のフレームの合成フィルタと駆動励振
信号を構成するための符号化符号と、現在のフレームのピッチ周期情報を含む周期性情報
を併せて受信し、
復号化すべき現在のフレームにおける符号化符号の消失が検出された場合、直前のフレー
ムの符号化符号と、直前のフレームの符号化符号と併せて受信された現在のフレームのピ
ッチ周期情報を含む周期性情報に基づいて合成フィルタを用いて現在のフレームの出力信
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号を生成して補償することを特徴とする音響信号復号化方法。
【請求項３】
請求項１に記載の音響信号符号化方法において、
前記周期性情報は、
符号化すべき対象である現在のフレームの符号化符号を決定した後、現在のフレームで用
いられたものも含めて過去に駆動励振信号として用いられた信号系列を格納した符号帳か
ら駆動励振信号を切り出し、合成フィルタに入力して合成された合成信号と、次フレーム
以降の音声信号としてバッファに格納された信号系列との聴覚重み付け誤差が最小になる
ように、符号帳から駆動励振信号を切り出す位置を決定した情報であることを特徴とする
音響信号符号化方法。
【請求項４】
フレーム毎に音響信号を符号化して生成された直前のフレームの合成フィルタと駆動励振
信号を構成するための符号化符号と、現在のフレームの符号帳から切り出す駆動励振信号
を構成するための情報を含む周期性情報を併せて受信し、
復号化すべき現在のフレームにおける符号化符号の消失が検出された場合、直前のフレー
ムの符号化符号と、直前のフレームの符号化符号と併せて受信された現在のフレームの符
号帳から切り出す駆動励振信号を構成するための情報を含む周期性情報により直前のフレ
ームで用いられたものも含めて過去の駆動励振信号として用いられた信号系列を格納した
符号帳から切り出した駆動励振信号に基づいて合成フィルタを用いて現在のフレームの出
力信号を生成して補償することを特徴とする音響信号復号化方法。
【請求項５】
請求項１に記載の音響信号符号化方法において、
前記周期性情報は、
符号化すべき対象である現在のフレームの符号化符号を決定した後、現在のフレームで用
いられたものも含めて過去に駆動励振信号として用いられた信号系列を格納した符号帳か
ら駆動励振信号を切り出して利得を付与し、合成フィルタに入力して合成された合成信号
と、次フレーム以降の入力信号としてバッファに格納された信号系列との聴覚重み付け誤
差が最小になるように決定した符号帳から駆動励振信号を切り出す位置とこれに対応する
利得情報であることを特徴とする音響信号符号化方法。
【請求項６】
フレーム毎に音響信号を符号化して生成された直前のフレームの合成フィルタと駆動励振
信号を構成するための符号化符号と、現在のフレームの符号帳の駆動励振信号を切り出す
位置とこれに対応する利得符号を含む周期性情報を受信し、
復号化すべき現在のフレームにおける符号化符号の消失が検出された場合、直前のフレー
ムの符号化符号と、直前のフレームの符号化符号と併せて受信された現在のフレームの符
号帳の駆動励振信号を切り出す位置とこれに対応する利得符号を含む周期性情報に基づい
て合成フィルタを用いて現在のフレームの出力信号を生成して補償することを特徴とする
音響信号復号化方法。
【請求項７】
請求項３または５の音響信号符号化方法において、
符号化すべき対象である現在のフレームの符号化符号を決定した後、現在のフレームで用
いられたものも含めて過去の駆動励振信号を格納した符号帳から切り出された駆動励振信
号を合成フィルタに入力して合成された合成信号と次フレーム以降の入力信号としてバッ
ファに格納された信号系列との聴覚重み付け誤差を分析し、次フレーム以降の入力信号の
周期的あるいは非周期的特性を判定して入力信号特性情報を生成し、この入力信号特性情
報を含めた周期性情報と符号化すべき対象である現在のフレームの符号化符号と併せて送
信することを特徴とする音響信号符号化方法。
【請求項８】
フレーム毎に音響信号を符号化して生成された直前のフレームの合成フィルタと駆動励振
信号を構成するための符号化符号と、次フレームの入力信号特性の周期的あるいは非周期
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的情報を含む周期性情報を併せて受信し、
復号化すべき現在のフレームにおける符号化符号の消失が検出された場合、直前のフレー
ムの符号化符号と、受信できなかった復号化すべき現在のフレームの駆動励振信号として
、直前のフレームの符号化符号と併せて受信した現在のフレームの入力信号特性の周期的
あるいは非周期的情報を含む周期性情報を用いて過去の駆動励振信号を格納した符号帳か
ら切り出された信号系列もしくは白色雑音系列を選択して切り換え、合成フィルタを用い
て現在のフレームの出力信号を生成して補償することを特徴とする音響信号復号化方法。
【請求項９】
入力した音響信号のフレーム毎のスペクトル包絡情報をフレーム内もしくはその前後を含
めた音響信号もしくは過去の合成信号を線形予測分析して線形予測係数を求める線形予測
分析手段と、駆動励振信号を入力して合成信号を出力する線形予測係数に基づき構成され
た合成フィルタと、上記入力した音声信号と合成信号の聴覚重み付け誤差を最小化するよ
うに、前記合成フィルタと駆動励振信号を構成するための符号化符号を決定する制御手段
と、符号化符号を出力する手段を備えた音響信号符号化装置において、
前記制御手段で符号化すべき対象である現在のフレームで符号化符号を決定した後、
次フレーム以降の符号化対象となるべき音響信号を格納するバッファと、
このバッファに格納されている信号を分析してピッチ周期情報を含む周期性情報を生成す
る周期性情報生成手段と、
現在のフレームの符号化符号と次フレームのピッチ周期情報を含む周期性情報を併せて送
信する手段を備えたことを特徴とする音響信号符号化装置。
【請求項１０】
フレーム毎に音響信号を符号化して生成された直前のフレームの合成フィルタと駆動励振
信号を構成するための符号化符号と、現在のフレーム以降のピッチ周期情報を含む周期性
情報を併せて受信し、
復号化すべき現在のフレームの符号化符号が消失したことを検出するフレーム消失検出手
段と、
フレーム消失を検出した場合、直前のフレームの符号化符号と、直前のフレームの符号化
符号と併せて受信した現在のフレームのピッチ周期情報を含む周期性情報により合成フィ
ルタを用いて現在のフレームの出力信号を生成するフレーム消失補償手段を備えたことを
特徴とする音響信号復号化装置。
【請求項１１】
入力した音響信号のフレーム毎のスペクトル包絡情報を、フレーム内もしくはその前後を
含めた音響信号もしくは過去の合成信号を線形予測分析して線形予測係数を求める処理と
、
求められた線形予測係数に基づき合成フィルタを構成する処理と、
合成フィルタに駆動励振信号を入力して合成された合成信号と、上記入力した音声信号と
の聴覚重み付け誤差を最小化するように、前記合成フィルタと駆動励振信号を構成するた
めの符号化符号を決定する処理と、
符号化すべき対象である現在のフレームの符号化符号を決定した後、次フレーム以降の符
号化対象となるべき音響信号をバッファに格納し、このバッファに格納されている信号を
分析してピッチ周期情報を含む周期性情報を生成する処理と、
現在のフレームで決定された符号化符号と次フレームのピッチ周期情報を含む周期性情報
を併せて送信する処理をコンピュータに実行させる音響信号符号化プログラム。
【請求項１２】
入力した音響信号のフレーム毎のスペクトル包絡情報を、フレーム内もしくはその前後を
含めた音響信号もしくは過去の合成信号を線形予測分析して線形予測係数を求める処理と
、
求められた線形予測係数に基づき合成フィルタを構成する処理と、
合成フィルタに駆動励振信号を入力して合成された合成信号と、上記入力した音声信号と
の聴覚重み付け誤差を最小化するように、前記合成フィルタと駆動励振信号を構成するた
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めの符号化符号を決定する処理と、
符号化すべき対象である現在のフレームの符号化符号を決定した後、次フレーム以降の符
号化対象となるべき音響信号をバッファに格納し、このバッファに格納されている信号を
分析してピッチ周期情報を含む周期性情報を生成する処理と、
現在のフレームで決定された符号化符号と次フレームのピッチ周期情報を含む周期性情報
を併せて送信する処理をコンピュータに実行させる音響信号符号化プログラムを記録した
記録媒体。
【請求項１３】
フレーム毎に音響信号を符号化して生成された直前のフレームの合成フィルタと駆動励振
信号を構成するための符号化符号と、現在のフレームのピッチ情報を含む周期性情報を併
せて受信する処理と、
復号化すべき現在のフレームの符号化符号の消失を検出する処理と、
現在のフレームの符号化符号の消失が検出された場合、直前のフレームの符号化符号と、
直前のフレームの符号化符号と併せて受信された現在のフレームのピッチ情報を含む周期
性情報により合成フィルタを用いて現在のフレームの出力信号を生成して補償する処理を
コンピュータに実行させる音響信号復号化プログラム。
【請求項１４】
フレーム毎に音響信号を符号化して生成された直前のフレームの合成フィルタと駆動励振
信号を構成するための符号化符号と、現在のフレームのピッチ情報を含む周期性情報を併
せて受信する処理と、
復号化すべき現在のフレームの符号化符号の消失を検出する処理と、
現在のフレームの符号化符号の消失が検出された場合、直前のフレームの符号化符号と、
直前のフレームの符号化符号と併せて受信された現在のフレームのピッチ情報を含む周期
性情報により合成フィルタを用いて現在のフレームの出力信号を生成して補償する処理を
コンピュータに実行させる音響信号復号化プログラムを記録した記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、入力信号と符号化による合成信号との誤差が最小となるように符号を決定す
る音響信号符号化・復号化において、復号化すべきフレームの符号化符号を復号化器で受
信できなかった場合の出力信号のフレーム消失補償を行う音響信号符号化・復号化法及び
装置並びに音響信号符号化・復号化プログラム及び記録媒体するに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来において、音響信号を線形予測符号化により低ビットレートに符号化する方法の典型
としてＣＥＬＰ（Ｃｏｄｅ　Ｅｘｃｉｔｅｄ　Ｌｉｎｅａｒ　Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ：符
号励振線形予測）があげられる。
図１に従来のＣＥＬＰ符号化器の構成を示す。
入力端子１１からの入力音響信号は５～２０ｍｓ程度のフレーム毎に線形予測分析手段１
２で線形予測分析されｐ次の線形予測係数αｉ ＾，ｉ＝１，・・・，ｐが求められ、この
線形予測係数αｉ ＾は量子化手段１３で量子化され、この量子化線形予測係数αｉ は線形
予測合成フィルタ１４にフィルタ係数として設定される。
【０００３】
線形予測合成フィルタ１４の伝達関数は以下の式で表される。
【０００４】
【数１】
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線形予測合成フィルタ１４の励振信号が適応符号帳２０に格納され、制御手段１７からの
符号に応じたピッチ周期に基づいて励振信号（ベクトル）が適応符号帳２０から切り出さ
れ、これをフレーム長もしくはサブフレーム（フレームを分割したもの）長の分だけ繰り
返し、利得付与手段１８、利得制御手段２２により利得が付与され、加算手段２５を通じ
て励振信号として線形予測合成フィルタ１４へ供給される。
【０００５】
減算手段１５で入力信号から線形予測合成フィルタ１４よりの合成信号が差し引かれ、そ
の差信号は聴覚重み付けフィルタ１６で聴覚特性のマスキング特性と対応した重み付けが
なされ、制御手段１７によりこの重み付けされた差信号のエネルギーが最小となるように
適応符号帳２０からの符号（つまりピッチ周期）が探索される。
その後、制御手段１７により固定符号帳２１から励振ベクトルが順次取り出され、利得付
与手段１８、利得制御手段２３で利得が付与された後、先に選択された適応符号帳２０か
らの励振ベクトルに加算手段２５により加算されて励振信号として線形予測合成フィルタ
１４へ供給され、先の場合と同様で聴覚重み付けフィルタ１６よりの差信号のエネルギー
が最小となる励振ベクトルが選択され、これに対応付けられる符号帳符号が決定される。
【０００６】
最後に、これら選択された適応符号帳２０及び固定符号帳２１からの各励振ベクトルに対
して、それぞれ利得付与手段１８で付与する各利得が最適となるように、前述と同様に聴
覚重み付けフィルタ１６の出力信号のエネルギーが最小となる利得が選択され、この利得
に対応付けられる利得符号が決定される。
また、生成された励振信号は過去の励振信号をバッファリングしている適応符号帳２０に
格納される。
各々得られた符号、すなわち、ピッチ符号（適応符号帳符号）、固定符号帳符号、ピッチ
符号利得、固定符号利得及び線形予測係数はフレーム単位にまとめられ復号化器に送信さ
れる。
【０００７】
図２にこのＣＥＬＰ符号化に対する復号化器の構成を示す。
入力端子３１からの入力符号中の線形予測係数符号が復号化手段３２で復号化され、線形
予測合成フィルタ３３にフィルタ係数として設定される。
入力符号中のピッチ符号により適応符号帳４０から励振ベクトルが切り出され、また固定
符号帳符号により固定符号帳４１から励振ベクトルが選択され、これら符号帳４０，４１
からの各励振ベクトルは利得付与手段３６、利得制御手段４２，４３で入力符号中の利得
（ピッチ符号利得、固定符号利得）符号に応じてそれぞれ利得が付与された後、加算手段
４５で加算されて線形予測合成フィルタ３３に励振信号として与えられる。また、励振信
号は過去の励振信号をバッファリングしている適応符号帳４０に格納される。
【０００８】
線形予測合成フィルタ３３からの合成信号はポストフィルタ３８で、量子化雑音が聴覚特
性を考慮して小さくなるように処理され、出力端子３９より音響信号が出力される。
復号化器において入力端子３１からの入力符号がフレーム単位で受信されなかった場合（
以降フレーム消失）、従来技術では復号化器において、過去の合成信号を分析もしくはす
でに受信されている過去の情報から線形予測係数、ピッチ周期等を推定し、これらの情報
から擬似的に線形予測合成フィルタ３３を構成し、これに入力されるべき励振信号を求め
、擬似出力信号を合成する。この手法では過去の受信情報のみから出力信号を補償するた
め、フレーム間でピッチ周期が変動（有声無声の変動も含む）した場合、ピッチ間隔の不
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一致による励振信号の不連続性が生じる。過去の励振信号を符号化器の適応符号帳２０及
び復号化器の適応符号帳４０に格納し励振ベクトルとして用いるＣＥＬＰにおいては、消
失フレーム以降の受信が回復したフレームにおいても符号化器の適応符号帳２０と復号化
器の適応符号帳４０から出力される励振ベクトルが一致しないため、複数フレームにわた
って波形の不連続性が持続し、聴感上大きな劣化をもたらす。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
この発明では従来のＣＥＬＰ等の音響信号符号化・復号化において、フレーム消失の際に
品質劣化が顕著となるピッチ周期が大きく変動する区間（有声無声の変動も含む）におい
て、その劣化を抑えるフレーム消失補償手段を提供することを課題とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、この発明は、符号化において、符号化対象の入力信号を含む
現在のフレームに対して次フレーム以降の入力信号をバッファに格納し、このバッファに
格納されている信号を分析して得られた周期性情報を現在のフレームで決定された符号化
符号と併せて送信する。復号化において、復号化対象となるフレームの復号化符号が受信
できなかった場合、直前フレームの符号化符号と、併せて受信されている周期性情報を用
いて、出力信号を補償する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
（実施例１）
図３に本発明の実施例１の構成を示す。
この実施例は図１に示した従来の符号化器に、符号化対象の入力信号を含む現在のフレー
ムに対して次フレーム以降の入力信号をバッファに格納し、このバッファに格納されてい
る信号を分析して得られた周期性情報を現在のフレームで決定された符号化符号と併せて
送信する手段を加えたものである。
【００１２】
入力端子１１からの入力信号を、現在の符号化すべき対象のフレーム分以外に、次フレー
ム以降の符号化対象となるべき未来の入力信号をバッファ３５に格納しておく。バッファ
の長さは、フレームよりも短い長さから数フレーム分まであってもかまわない。上述の図
１に示した従来の符号化方式で現在の符号化すべき対象のフレームについて各符号化符号
が決定された後、出力信号を合成するために線形予測合成フィルタ１４の入力として用い
られた励振信号は符号帳３７に格納される。符号帳３７に格納された信号系列に対して、
制御手段４６からの符号に応じた位置から、バッファ３５の長さ分信号を切り出す。この
際、切り出した信号がバッファ３５の長さに足りなければバッファ３５の長さになるまで
切り出した信号を繰り返す。得られた信号系列を励振信号として線形予測合成フィルタ４
４に入力し、量子化手段１３からの現在のフレームの線形予測係数あるいはこの線形予測
係数から次フレーム線形予測係数推定器５０により得られた次のフレームの線形予測係数
を用いて線形予測合成フィルタ４４を構成し、合成信号を得る。減算手段４５で、バッフ
ァ３５に格納されている信号と得られた合成信号との差信号を求め、その差信号は聴覚重
み付けフィルタ４７で聴覚特性とマスキング特性と対応した重み付けがなされ、制御手段
４６によりこの重み付けされた差信号のエネルギーが最小となるように符号帳３７から切
り出し位置を探索し（バッファ３５内の信号のピッチ周期に相当する）、この切り出し位
置に対応付けられる符号が決定される。
【００１３】
符号帳３７からの切り出し位置に対応付けられた符号を用いることにより少ない情報量に
より品質劣化の少ない復号を行うことができる。
この符号を周期性情報として、現在の符号化対象のフレームの符号化符号と併せて復号化
器に送信する。
線形予測合成フィルタ４４は図１中の合成フィルタと同様に前述した式で表され、線形予
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測分析手段１２と量子化手段１３で得られた量子化線形予測係数αｉ 、もしくはこの係数
αｉ をＬＳＰ（Ｌｉｎｅ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｐａｉｒ）や偏自己相関係数に変換したも
のから次フレーム線形予測係数推定器５０で次フレーム以降のフィルタ係数を推定して設
定する。また、バッファ３５の信号を線形予測分析し、量子化した係数から設定してもよ
いが、量子化係数に対応する符号も併せて復号化器に送信する必要がある。
【００１４】
また、現フレームの線形予測係数を用いて線形予測合成フィルタを設定することもできる
。この場合には、次フレーム線形予測係数推定器は不要である。
（実施例２）
図４に本発明の実施例２の構成を示す。
この実施例は図３に示した実施例１と比較して、符号帳３７から切り出された信号系列に
対して、利得付与手段４８、利得制御手段４９で利得が付与され、励振信号として線形予
測合成フィルタ４４に入力される点が異なる。したがって、付与された利得に対応付けら
れる符号と、符号帳３７からの切り出し位置に対応付けられる符号とを併せて周期性情報
とし、現在の符号化対象のフレームの符号化符号に併せて復号化器に送信する。
（実施例３）
図５に本発明の実施例３の構成を示す。
【００１５】
これは実施例１もしくは実施例２に示した符号化器に対応する復号化器として、図２に示
した復号化器に復号化対象となるフレームの復号化符号が受信できなかった場合、直前フ
レームの符号化符号と併せて受信されている現在のフレームの周期性情報を用いて、出力
信号を補償するフレーム消失補償手段を加えたものである。
入力端子３１からフレーム単位で与えられるべき入力符号が復号化器で受信されなかった
とフレーム消失検出手段５１で判定された場合、切換スイッチ５５を線形予測合成フィル
タ５４側へ切換え、直前のフレームの符号化符号と併せてすでに受信されている周期性情
報、つまり、直前のフレームまでに励振信号として線形予測合成フィルタ３３に入力され
た信号系列を格納した符号帳５２から、入力符号を受信できなかった現在のフレームの励
振信号を切り出す位置に対応する符号もしくはこの位置符号とこの位置に対応する利得符
号を取り出す。符号帳５２から位置符号の示す切り出し位置よりフレーム長さ分の信号系
列を切り出し、もしくは切り出した信号系列に利得付与手段５３から利得符号に対応付け
られる利得を利得制御手段５６で付与し、励振信号とする。この際、切り出した信号系列
がフレーム長さより短い場合、この信号系列をフレーム長さ分繰り返し励振信号とする。
得られた励振信号と次フレーム線形予測係数推定器５８で推定された現在のフレームの線
形予測係数、あるいは直前のフレームの線形予測係数により線形予測合成フィルタ５４を
用いて合成信号を得る。
【００１６】
線形予測合成フィルタ５４は図２中の線形予測合成フィルタ３３と同様に復号化手段３２
で得られた量子化線形予測係数αｉ 、もしくはこの係数αｉ をＬＳＰ（Ｌｉｎｅ　Ｓｐｅ
ｓｔｒｕｍ　Ｐａｉｒ）や偏自己相関係数に変換したものから次フレーム以降のフィルタ
係数として次フレーム線形予測係数推定器５８で推定して設定する。また、これらとは別
に線形予測合成フィルタ係数が符号化され、周期性情報と併せて受信されている場合、復
号化手段３２で復号化して線形予測合成フィルタ係数として用いる。　合成フィルタ係数
を設定する際、上記いずれの手法を用いるにしても、符号化器において周期性情報を決定
する際に用いられた合成フィルタ係数と等しい係数を用いるのが望ましい。また、生成さ
れた励振信号を過去の励振信号をバッファリングしている適応符号帳４０と符号帳５２に
格納する。
（実施例４）
本発明の実施例４を説明する。
【００１７】
実施例４は、実施例１，２に示した符号化器において、バッファ３５内の信号特性を分析
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した特性情報（周期的・非周期的情報）を周期性情報に含める。
実施例１もしくは実施例２では、現在の符号化対象フレームの次フレーム以降の未来の入
力信号の周期性情報として、過去の励振信号を格納した符号帳から励振信号を切り出す位
置符号、もしくはこれと利得符号の組み合わせを用いるが、さらにバッファ３５内の信号
特性を分析し、この特性情報も周期性情報に含めて送信する。具体的には、この実施例に
おける信号特性の分析には、バッファ３５内信号系列のパワー｜｜ｓ｜｜２ 、実施例１も
しくは実施例２で符号帳の切り出し位置情報を決定した際に計算された聴覚重み付け誤差
｜｜Ｗｄ｜｜２ （聴覚重み付けフィルタ４７の出力）を用いる。パワー｜｜ｓ｜｜２ が音
声が無いもしくは非常に小さいと判定される閾値ｐ０ よりも大きい場合に、▲１▼線形予
測合成フィルタ４４で合成された信号とバッファ３５の信号との信号対重み付け誤差比｜
｜Ｗｄ｜｜２ ／｜｜ｓ｜｜２ が、バッファ３５信号が周期性が高いと判定される閾値ｅｈ

ｉ ｇ ｈ よりも大きいか、▲２▼もしくは直前フレームでの同様の処理において｜｜Ｗｄ｜
｜２ ／｜｜ｓ｜｜２ がｅｈ ｉ ｇ ｈ よりも大きく、かつ現在のフレームでも｜｜Ｗｄ｜｜２

／｜｜ｓ｜｜２ が閾値ｅｌ ｏ ｗ よりも大きければ、バッファ３５の信号は周期的と判定し
、符号帳の切り出し位置符号は制御手段４３で求められた値とする。また、前述した条件
を満たさない場合はバッファ３５の信号は非周期的と判定し、符号帳３７とは別の符号帳
（白色雑音系列）の中に切り出し位置に対応付けられるあらかじめ非周期的であることを
表す一つもしくは複数の符号を用意し、この非周期的であることを示す符号を選択して送
信する。
（実施例５）
図６に本発明の実施例５の構成を示す。
【００１８】
これは実施例４に示した符号化器に対応する復号化器である。
入力端子３１からフレーム単位で与えられるべき入力符号が復号化器で受信されなかった
とフレーム消失検出手段５１で判定された場合、切換スイッチ５５を線形予測合成フィル
タ５４側へ切り換え、直前のフレームの符号化符号と併せてすでに受信されている周期性
情報、つまり符号帳５２から励振信号を切り出す位置に対応する符号もしくはこの位置符
号とこの位置に対応する利得符号を取り出す。切り出し位置符号が実際には符号帳５２か
ら切り出す位置に対応する符号ではなく、符号化器で送信された非周期性を表す符号を検
出した場合、すなわち、これを非周期性符号検出手段６２で検出し、切換スイッチ６３を
白色雑音系列符号帳６１側に切換えて、符号帳５２から切り出す代わりに、白色雑音系列
もしくは非周期性を示す信号系を格納した白色雑音系列符号帳６１から励振信号を取り出
し、利得制御手段５６で利得を付与し、線形予測合成フィルタ５４に入力して合成信号を
合成する。白色雑音系列符号帳６１は１または複数の白色雑音符号系列を備え、複数の白
色雑音符号系列を用いる場合には符号化器でこの選択信号を送信する。
【００１９】
また、この発明の符号化器、復号化器をＣＰＵやメモリ等を有するコンピュータと、アク
セス主体となるユーザが利用する利用者端末と、記録媒体から構成することができる。
記録媒体は、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気ディスク、半導体メモリ等の機械読み取り可能な記録媒
体であって、ここに記録された音響信号符号化・復号化プログラムは、コンピュータに読
み取られ、コンピュータの動作を制御し、コンピュータ上に前述した各構成要素、すなわ
ち、線形予測分析手段、量子化手段、線形予測フィルタ等を実現する。
【００２０】
図７に、復号化器が１フレーム分の符号化符号を受信できなかった場合に、本手法と従来
手法でフレーム補償を行った音声波形を示す。従来手法では復号化器において過去に受信
された符号化符号もしくはその符号化符号から合成された合成信号を分析して得られた情
報のみを用いて、励振信号を推定するため、音声のピッチ周期がフレーム間で急激に変動
し、そのフレームの符号化符号が欠落した場合においては周期性変動が正しく表現されず
、また、それ以降フレーム情報が正しく受信されても適応符号帳内の信号系列が符号化器
と復号化器で一致しないため周期の不連続性が持続する。これに対して、本手法は、あら
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かじめ符号化器において、現在の符号化すべきフレームの符号化符号と併せて、次フレー
ム以降の入力信号の周期性情報を分析して符号化し、復号化器に送信することで、ピッチ
周期が変動するフレーム情報が欠落しても周期変動を復元することができ、また、符号化
器と復号化器で起こる適応符号帳の不一致も従来手法よりも急速に改善される。
【００２１】
【発明の効果】
以上説明したようにこの発明によれば、従来のＣＥＬＰ符号化・復号化方式において、フ
レーム消失補償を行うことによりフレーム単位での符号化符号の欠落による品質劣化を抑
えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のＣＥＬＰ符号化器の構成を示すブロック図。
【図２】従来のＣＥＬＰ復号化器の構成を示すブロック図。
【図３】実施例１の符号化器の構成を示すブロック図。
【図４】実施例２の符号化器の構成を示すブロック図。
【図５】実施例３の復号化器の構成を示すブロック図。
【図６】実施例５の復号化器の構成を示すブロック図。
【図７】従来手法と本発明手法による音声波形補償を比較するための図。
【符号の説明】
１１，３１　　　　入力端子
１２　　　線形予測分析手段
１３　　　量子化手段
１４，３３，４４，５４　　　　線形予測合成フィルタ
１５，４５　　　　減算手段
１６，４７　　　　聴覚重み付けフィルタ
１７，４６　　　　制御手段
１８，３６，４８，５３　　　　利得付与手段
２０，４０　　　　適応符号帳
２１，４１　　　　固定符号帳
２２，２３，４２，４３，４９，５６　　　　利得制御手段
２５，４５　　　　加算手段
３２　　復号化手段
３５　　バッファ
３７　　符号帳
３８　　ポストフィルタ
３９　　出力端子
５０，５８　　　　次フレーム線形予測係数推定器
５５，６３　　　　切換スイッチ
６１　　白色雑音系列符号帳
６２　　非周期性符号検出手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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